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胞質調査事業の尭箆者たち
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小藤文次郎

小藤文次郎は日本の地質学界の大綱噺駒な存准だった.彼

は明治18年から大正10年まで実に36牢閥東京大学で教授の

地位を占めていた.この間日本の岩石学の藍礎を巷つ嚢

震災予防調査会では全国の火山調査を摘摘して瀞馳花.

研究面での小藤はどん欲だまでに外騒の知織を腿収しそれ

を自分なりに組み立てて目木に適照しぶうと努力した｡地

震や火山を地体構造との関連から追究しようとしただけか)て

スケｰルの大きい科学者であった.しかしそれだけに被の

研究は未完成であった､そのためか独創性に欠けるといっ

た批判もあったが欧米の地質学に伍していくためには初代

の地質学蒼としてやむをえなかったのかもしれない.小藤が

果たせなかった具体的な研究の掘り下げは矢部長克･神湊傲

祐･加藤武夫･坪井誠太郎らの後継者たちによってなされた.

小藤文次郎σ)80年ヲ)生涯はそのまま日木地質学発展σ)前1㌔史

を示している.

ドイツに留学するまで

石州(島根県)津和野は山間の町である.小藤文次郎

は津和野藩士小藤治生を父として安政3年(1856)3

月4日この町に生れた.藩校養老館からは西周や森

鴎外を輩出している.小藤文次郎もこの養老館で漢学

や蘭学を学び明治3年9月貢進士として上京した.

14才の時である.

貢進士とは各藩から優秀な若脊を選びこれを中央

に進めて専門教育をほどこし次代の日本を背負うべき

人材を養成する制度であった.和田緯四郎や中島謙造

も貢進士である.ところが中央ではまだ学制が定ま

らず明治2年に設立された大学校(幕府の昌平学校と

開成学校とをあわせたもの)カミ国学派と洋学派の対立

小藤文次脇

今井功

により翌年には廃止されるといった有様で小藤や和

田はとりあえず南校(開成学校のことで大学校の廃止

により単に南校とよばれた)に学んだ.

貢進士は各藩の秀才とはいいながら一様た基礎教育

をうけたわけではないので学力にはか狂リの差があっ

た.そこで明治6年に新たに設立された開成学校で

は貢進士のうちでもとくに優秀な者を選んで入学させ

ている.この開成学校は学制によれば専門学校である

が法学校･化学校･工学校よりなる事実上の官立大学

で語学は英語で統一した.しかし南校でドイツ語

やフランス語を学んだ者のために鉱山学校(ドイツ語)

諸芸学校(フランス語)を特設している･和田緯四郎が

シェンク(K.Schenck)に学んだのはこの鉱山学校であ

る.小藤はおそらく工学校でマンロｰ(H.S.M㎜roe)

の講議をうけたのであろう.

明治10年(1877)東京大学が誰立されると小藤は理

学部の地質および採鉱冶金学科に編入された.学業優

秀だった和田はすでにナウマン(E･Naumann)のもとで

助教になっていた.当時は地質学と採鉱冶金学とが単

一の学科に含まれてv･た.したがってまだ大学とい

っても不備な面が多かった.ナウマンは明治11年申報

で次のように述べている.

｢そもそも生徒をして実益を得しめんにはそのすでに講議に

よって学習したることをさらに親しく実物について研究せし

めざるべからず.ならびに地質測量の各種の方法もまた実地

について熟習せざればけして業をなすあたわず･もししか

らざれば他日広大たる地方の測量を放すあたわず｡旅行実

験のはなはだ緊要赦るゆえんな1)｡閣下幸にこの撃憶を諒察

あ1)て地質生徒旅費の察を再議しその賞金を増額が｡れん

ことを希昭す一1

明治12年小藤は大学を卒業した.同期は採鉱冶金

の渡辺渡である.渡辺はドイツ留学後工科大学で最

初に鉱床学を講じた日本の鉱床学の先駆者である昔

この年ナウマンが大学から地質調査所(当時の地質課)

に移るとともに小藤も地質調査所ぽ入った｡ここで

の最初の仕事は石川県の手取川沿いの地質調査である｡

この仕事はかつてドイツ人ライン〇一･Rein)が季取

川で発見した植物化石を労イラｰ(此n･Gey1er)が鑑

定しジュラ系の存在を明らかにしたのでナウマンが�
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その周辺の地質を詳しく知るために小藤に調査を命じ

たものである.その結果は明治13年6月勧農局地

質課発行の｢石川県加賀国手取川近傍地質概測｣として

公けにされた.これは美川より鶴来･木滑をへて中

宮温泉に至る路線と木滑より一ノ瀬に至る路線の地質

調査報告で付図にはゲバ式の地形図と各路線の地質断

面図がのせられている.その内容は当時としてはすぐ

れたものであった.参考までに小藤によるこの地域

の層序を示しておこう.

第四組汀洲層→主としてロｰムよりなる

第三紀1ニニニニ順二ζ工芸驚竃

時代不詳鰯駕/1幟岩(㎞㎞㎞㈹

第二紀膿漂蘂蟻産

俸羅系統1腕層一木化碓合む

時代不詳{花剛肩(最下層)→角閃石花剛石

こうして小藤の地質家としてのスタｰトが切られた

わけだが彼が本格的な研究にとりくむようになるのは

ドイツ留学以降のことである.

岩屑学を学ぶ

明治13年(1880)10月小藤はドイツ留学の途についた.

翌年1月ライプチヒ大学1こ入学し地質学をクレドナ

ｰ(HemanCredner)に岩石学をチルケル(Ferdinand

Zirke1)1こ学んだ.さらに明治15年にはミュンヘン

大学に学んでいる.ちょうど原田豊吉とはいれちカミ

いであった.なおこの年には大学で同期だった渡辺

渡カミフライベルク鉱山学校に入学している.

小藤の留学中の研究成果は1884年ロンドン地質学

会誌に｢日本産岩石の

なわれたもので安山

岩玄武岩花商岩

花筒閃緑岩輝緑岩な

類の詳しい岩石学的な

記載がなされてv'る.

これらのサンブノレは東

京大学と地質調査所か

らとりよせたものであ

る.

チルケル

1870年代にチルケ

ルとロｰゼンブッシュ(K.H.F.Rose口bush)は顕微鏡

による岩石挙を樹立した.それは岩石学の歴史に一時

期を画する業績であった.小藤はこの新しv'岩石学を

摂取し日本の岩石を世界に紹介した.明治17年4月

に帰国した小藤は5月行で東京大学講師とたった.'一

足先に帰国した原田豊吉は4月行で東大教授と狂って

いる.小藤はその年の8月に早くも｢金石学｣(一

名鉱物学)という本を出版している.それは鉱物学の

入門書であるカミドイツのチルケルとホルンスタイン

(Homstein)イギリスのニコル(Nico1)オｰストリア

のチェノレマク(G.Tschermak)アメリカのデｰナ(J.D.

Dana)の諾書を参考としたもので当時としては最新の

鉱物学の絡介である.

ここで少し大学と学会の模様について述べておこう.

明治13年に理学部の地質学科と採鉱冶金学科とが分

勝し地質学科の内容が充実した.明治18年に小藤は

地質学教授となり岩石学と理論地質学を

講議している.これで鉱物学の和田緯四

郎古生物学の原田豊吉と日本人教授の顔

ぶれがそろったわけである.

翌19年帝国大学令が公布され東京大

学理学部は帝国大学理科大学と改称される.

これが理学部の名称に復帰するのは大正8

にわたって地質学教室紀碧臨したわけであ

石川県手取川近傍地質概測�
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る.

また学会についてみると明治11年に東大理学部内

にあつた博物友の会から独立して地学会が創設され地

学会誌が発行された.翌12年4月にはイギリスの王

立地理学会を模した東京地学鶴会カミ設立された.それ

は北白川宮を会長としたことからもわかるように当時

の高位高官を集めた貴族的な学会で機関誌として東京

地学協会報告を出した.また明治工邊年紀はライマ

ンの弟子たちカミ地質学杜を設立し地学雑誌を発行して

･いる.その創刊号には島田純一抄訳のヲイェルのザ地

質学原理｣賀田貞一訳のシモン氏金属説などがみられる｡

しかし弟子たちの多忙のためこの地学雑誌は明治工3

年4月16号で中絶となっている.

明治18年に地学会の会長となった小藤は同人雑誌的

なささやかな地学会誌にあきたらず明治21年にこれを

地学雑誌と改称して広範囲の同好者が入手できる普及

雑誌とした.ところカミ翌22年地学会は東京地学臨会

に吸収され地学雑誌は地学鶴会の機関誌となった.

当時論文を発表する場としてはこの地学雑誌のほ

かに学芸志村(明治10年発刊)と理科会粋(明治12年

発刊)またi般学術雑誌として東洋学芸雑誌(明治14

年創刊)などがあった.明治19年には地質調査所の地

質要報カミ明治20年には東京大学の理科大学紀要カミそれ

ぞれ創刊されている.こうしてまだ本格的な研究カミ

造まないうちに学術体制と研究体制は明治10年代に

固められた.アカデミｰに相当する東京学士会院は明

治12年に創設されている.しかし明治26年(1893)に

は山崎直方･佐藤伝蔵･石井八万次郎らの強い要望で

地学協会とは全く別個の組織である東京地質学会カミ設立

された.これは今日の日本地質学会へと発展するので

あるが当時の地質学者カミ自主的に作りあげたいわば

下からの学会である.

ところで明治20年から26年までに

小藤は次のような論文を理科大学紀要

一総

にのせている.滴

｢藍閃石｣(明治20年)

｢紅簾石の新産地｣(明治20年)

｢秩父のいわゆる結晶片岩｣(明治21年)

｢阿武隈高原の太古系｣(明治26年)

これらは彼の一連の研究を示すもの

で地質調査所の図幅調査が関東地方

を中心として進められている時にま､祭

ず関東山地の結晶片岩中に藍閃石と

紅簾石とカ洞し層準に特徴的に含まれていることに注目

した.そしてこれらを含む結晶片岩類を日本最古の

さんぱ赫わみかぷ

岩層とみなし岩相上の特徴から三波川統･御荷鉾統に区

分した.これは岩相を指示した名称で特定の岩層に

限るものではな<また地質時代を加味したものではな

いとv'っている.

ナウマンカ按易にこれらの岩層を結晶片岩系とよんで

始原界(Archaean)とみなし原田がそれを踏襲したの

に対し小藤は地質時代に関しては慎重であった.む

しろ原岩の時代をもつと若くしたい気持カ主あったこと

カミうかがえる.わざわざ｢秩父のいわゆる結晶片岩｣

と題したのもこのためである.しかし北から南に順

次三波川･御荷鉾･秩父系と帯状配列することから層

序的に南側づものほど新しい岩層であるという見方には

疑v'をもた衣かった.

いずれにしてもわれわれ地質家にとってなじみ深い

秩父の三波川(川の名)と御荷鉾(山の名)の名称は小藤

によって地層名として採用され全国的に有名に狂った.

つづいて小藤は目を関東山地から阿武隈高原に転じ

た.阿武隈では次のような区分を行衣った.

始原界/上都/;漂統(ビゴロニアン)

1下部ロｰレンシアン

この北米のロｰレンシアンに対比した下部統は片麻

岩を主とするもので原田の領家片麻岩に相当しそうだ

と述べているが原田の片麻岩系は各種の岩石を混同し

て一括したものであることを注意している.また御

在所統の緑色岩類のあるものは御荷鉾統の｡last･pyroxe･

niteにまたあるものは三波川統の緑色片岩に似ている

と述べているが三波川統の時代決定はまだ困難である

金

石学一内

表

紙と第頁�
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として関東山地との正確な対比を避けてv･る.

すでに述べたように(本誌109号)原一岡豊吉は明治26

年にこの論文を痛烈に批判している.しかし小藤も負

けていない.明治28年地質学雑誌上で次のような反

ぱくをしている.

r地質調査所の金匿正方たる故原因博士の分類中の始原界下

都には鹿塩片麻岩1黒雲母片麻岩･領家剥岩･角閃剥岩･角

閃岩･花商片麻岩の六種を順序なく混同したるものを総括し片

麻岩系の名称を付し絢今日も調査所にては之を金匿として襲

用し来り宛も最後の判定無欠の奥法の如き感を人に起すに到

る.最近の書にて地質学者たる脇水理学士の編纂も同様なり.

黙れども今日の実際は其分類法たるやの傷感論たるを免れず.

六年前予は阿武隈高地を数目踏査し不充分ながら其結果を理

科犬学紀要に載せリ当時按摩評恋どあリて地学雑誌及び教育

時論に迄載せし馬鹿の目に遭遇せリ.今憤より見れば不具の

点或は多からんことを恐る.黙れども其原則に於ては堅く取

て遠き未来も動かざるぺし｣

まことにすさましいばかりで当時の大学と地質調査

所との対立はてはその間に立たされた若い地質家の困

惑など目に見えるようである.

小藤の一連の研究は明治26年の阿武隈高原の研究で

一段落となる.そのころから小藤の視野は地震･火

山･地体構造へと移行していくのである.

世界に知ら机た根尾谷断属

目本は有数の地震国である.日本を訪れる外国人は

みな地震にびっくりするらしい.ペリｰの｢日本遠征

記｣には安政大地震(1855)の様子が詳しく述べられて

いる.工部大学校(のちに東大工学部となる)の教授で

あったイギリス人ミノレン(JohnMiln)は明治13年2月

22目に起こった横浜地震に刺戟されて翌月には日本地

震学会を創設している.以後目本の地震学は大きな

福^

'浅､

1＼ノ

J､

〆

震域乳

断層バ､

濃居地

の震域

搬屋谷

属

震

と

断

地震のたびごとに発展した.

濃尾地震で生れた震災予防

/究所(大脳卒)では今村

/烹1驚

見解とはなかなか結びつ

かたかった.小藤はこの

難問題に積極的にとりくん

だ.このことは彼が地

フンボルト

体構造に関心をよせるきっ

かけとなった.

一般にはあまり知られていないか明治22･23年ごろ

小藤は地学雑誌や東洋学芸雑誌にしきりに地震に関する

論考をのせている.いずれも外国の地震学説の紹介

である.19世紀の前半には地震の原因としてフ1■

ボルト(A.v.Humbo1dt)らを中心とする火山地震説が

有力だった.それは環太平洋地域の火山帯に地震が

頻発することから火山と地震とほ共通の原因で生ずる

とみ恋したものでマグマの上昇で山脈が隆起しつい

に火山爆発と狂るが爆発が不成功に終ると地殻の均

衡カミ破れて地塊を生じ地震が発生するという考え方で

ある.この考えでは震源を地殻深部にもとめている.

ところが19世紀の後半になるとアノレプスを研究し

ていたジュｰス(E.Suess)らによって断層地震(構

造地震)説なるものが提唱された.ジュｰスは地殻運

動の本源を地球の収縮にもとめており地殻中の歪力に

は水平方向(横圧力)のものと垂直方向のものとがあ

るとしこのよう在地殻運動の一表現として断裂(構造)

線が生じ地震がおこると考えた.この考えでは地

震の原園を地殻表層の動きに求めている..

たまたま明治22年7月28日熊本地方に激しい地震

がおとった.小藤は熊本の西にある休火山金峰山に着

目しまた烈震地域の分布が線状をなすことから火山

爆発の不成功と断層形成とカミ地震の原因であるとした.

巧みな火山地震説と断層地震説との折衷である.しか

しどちらかといえぱふ藤は断層地震説を重視してい

た｡

明治触年王0期8目有名な濃尾地震がおこった.小

藤はミルンらと急拠現地におもむき詳しく調査したが

なかでも根属谷の水鳥付近で水平落差2.5m重直落

差5.5鵡延長約80次m以上のみごとな断層の出現を目撃�
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するに及んでかねて重視していた断層地震説に確信を

もつに至った.そして日本市欝の支那山系を切って

いるこの断層の形成こそ地震の原因であるとした.彼

が明浄26年に理科大学紀要に発表した｢中央目本大地

震の原因について｣は断層地震の実例として広く海外

に紹介された一

心藤はさらに明治27年10月の庄内地震の原因につ〉'て

も最上川流域の局地的陥没や鳥海山の活動によるもの

ではなく.断層に沿って地盤が運動した結果であると明

言している.彼はこの論文(庄内地震に関する地質学

上調査報告書)のなかで

｢24年の濃尾地震の時も根尾谷局部陥翻こ原因するとの説あ

り･子は全く断層に源ありし事と断定せり.･…濃尾地震

後は大震は断層に限るが如き一般の説に傾きを生ぜり.これ

子が大いに満足する所にして其震災の賜なりとやいわん｣

と述べて得意満面である.しかしこの確信も晩年

にはいささか動揺をみせるようになる.小川琢治は後

に地震学説についてrフンボノレトに帰れ｣と力説し

ているカミそれは地殻内部に原因カミあることを強調した

発言である.

ともかく濃尾地震をきっかけとして明治25年震

災予防調査会が設立され地質学者として小藤と巨智部

忠承カミ専門委員となった.濃尾地震は明治の急速な近

代化への警鐘でもあった.東海道線の寸断鉄橋の崩

落近代建築物の瓦解など昭和39年6月の新潟地震を

思わせるものがある.このため｡震災予防調査会では

地質や地震ばかりでなく土木･建築などの工学部門を

も包括していた､地質部門では初期には各地の災害

調査を主として行なったカミ後には全国的在火山調査を

行なうようにたった.当時は大学在学中または卒業し

て間もない地質家はほとんどこの火山調査をやらされて

いる.小藤がこれを指導したのはもちろんだがその

地質学的影響はきわめて大きかった､各地の火山の様

式火山岩の性状火山周辺の地質からやカミては火山

岩の成因に関する問題にまで発展した.こうして娑

時は地震も火山も地体構造もすべて相互に関連させな

がら平行的に研究カミ造められたわけである.

華やかな地体構造論

地体構造論についてみると明治26年ごろまではナ

ウマン･原田論争を中心とする第1期であった.それ

は乏しい資料な牟らも問題点を適確にとらえ大たん

な仮説をうち出したものである.明治26年ごろから明

治40年ごろまでは地体構造論の第2湖とみなすこと･が

できる.この時期には第1期にくらべれば豊富な資

料をもとにして小藤文次郎をはじめ小川琢治石井

八万次郎らカ嘩やかな構造論を展開した.

た昔この時期にふたたび地体構造が論晋られたのだ

ろうか.まず地質調査所の40万分の1の予察調査が

完了し明治31年(1898)には100万分の1の日本の地質

図が完成したことがあげられよう.また日清戦争後

台湾･韓国などの海外調査カミさかんに行なわれるように

在り地質家の視野が拡大した.そしてまたこの時

代にはジュｰスやリヒトホｰヘン(F.v.Richthofen)

らによって東アジアの地体構造カミ注目された.ジュｰ

スの｢地球の相貌｣(DasAntrizderErde)の第3

巻は1901年(明治34年)に発行されておりこの中で日本

に関係深い事項が述べられている.またリヒトホｰ

ヘンの｢東アジアの地形学的研究｣(Geo㎜orphologis･

cheStudienausOstasien)5巻は1900年から1903

年にかけて発行されておりとくに1903年にはそのう

ちの｢日本弧における山脈連鎖｣'(Gebirgskettmgen

inJapanischenBogen)カミ著されている.これらカミ目

本の地質学者に与えた影響は大きい.しかし実際は

100万分の1の日本地質図カミシュニスやリヒトホｰヘン

を強く刺戟したことも否定できない.

ナウマンのフォッサマグナ説原田の対的説に対して

小藤はどう考えていたのであうか.明治17年に彼があ

らわした｢金石学｣の終りに地球察相学という一項

目カミあり地体構造地殻運動地震1火山現象が述べ

られている.その中で彼はほぼ南化性の山脈を総称し

て樺太山脈と命名し日本は支那山脈と棒大山脈とが集合

Lたものでその結合点および千島山脈と樺太山脈の結

合点に火山が多いことを指摘している.こうしてみる

と原田の対的説もあながち彼の独創とはいえずむし

ろ当時のかなり一般的な考えであったことがわかる.

その後に発表されたナウマンgフォッサマグナ説の方が

突飛だったのかも知れない.

後年小藤は日本弧(Japanesearc)について自分が

はじめて｢金石学｣の中で提唱したのが後(1884

年)に原田によって一般化されたのだとして日本弧に

ついてのプライオリティｰを主張している.しかし

｢金石学｣の中では日本諸島の響曲した形状について

ほ述べられているが弧状列島であるという表現はみら

れない.

明治24年の濃尾地震は小藤に多くの教示を与えた.

中央線(Medianline)のような主要な縦断層を切る横断

層があることを根尾谷から学びこの縦断層と横断層と

が組み合わさって各地に大小の単元の地塊カミできてい

るのではないかと考えた.フオツサマグ判こつv･ても�
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リヒトホｰヘンの地体構造図

富士回近の地体はいくつかの地塊に分裂したものと考え

ている.明治30年(1897)に小藤は｢毘籍と日本箆欝｣

をあらわした.これは一リヒトホｰヘンによる支那大

陸の地体構造配列やオｰストリアのロチ(wLOczy)

による支那山系成因論を引用して中国大陸側から日本

の地体構造を推論したものである.このなかでは

r支郡山系カミ隆起した時期は石炭紀以後で秦嶺山の曲隆は

その以前である.日本も石炭系肩灰岩堆積後造山運動がお

こり古生代末には日本列島の骨格ができた.四国や秩父の

中古生層の変位はこの大変動の余動で中国の大変動と日本の

大変動とは時期が一致する｣

とし原田のいう支郡山系はロチによれば秦嶺(東

毘蕎)の金脈の延長であるから南日本を日本覚蕎とよ

んだ方がよv･と述べている..ところがその後リヒト

ホｰヘンが支那山系の延長を舟山列島の南にとり南日

本の外帯を通るとしたので小藤は後に外帯を支那山系

内帯を毘諸山系とよんで区別した.こんな訳で日本

覚蕎の名称はあまり普及しなかった.

つづいて明治31年小藤は｢琉球弧島の地質構造｣

をあらわした.これにもリヒトホｰヘンの影響カミ非常

によくあらわれている.小藤は琉球列島に次のよう在

3帯列を認めた.

内達･…火山脈

中連･…古期:岩(始原および太古岩類)

外遵…･第三系および第四系

その成因としてまず東海(T㎜ghai)の東辺に弧状の

地裂ができ東海局部の地盤が大いに陥没してその外

側に摺曲山脈(中連)ができこの地殻の垂直移動によっ

て地殻深部に亀裂を生じマグマを誘発して火山脈(内

達)カミできたと考えた.この考えは彼カミ後に提唱し

た縁東海変動(Peri･Tmghaicrustalmovement)の出

発点となっている.

小藤は明治28年に山崎直方と台湾の地質巡検をし明

治32年にはマレｰ群島の地質構造を論じた.明治33年

からは韓国を訪れ北鮮の白頭山系の構造方向(毘嵩金

脈)と南鮮の大白･小白山系(支那山系の金脈)の構造

方向を区別した.さらに明治36年にはウィｰンで開

かれた第9回万国地質学会出席をかねてヨｰロッパ･

アメリカを回っている.この外遊では師のチルケル

をはじめロｰゼンブッシュやリヒトホｰヘンにもあっ

ている.まことにあわただしい時期であったがそれ

だけに小藤の視野は日本をとりまくアジァｰ帯に及んで

いた.

ところで100万分の1の日本地質図の作成に尽力し

た小川琢治は明治32年独自の構想で同本群島地質構

造論をあらわした.小川は日本は一大摺曲山脈で2

列の摺曲山脈からなる南日本の構造は日本轡を隆起さ

せた原構造(Urbau)の名残りであるとした.北日本で

は外帯の延長は東海岸の外側を通って目高山脈に至る

とし阿武隈･北上･胆振山脈を内帯に含めている.

そして第三系の摺出方向が原構造と違う点を強調し

北日本が地塊分裂して東にはりだしたのは後の激しい変

動のためであるとしてこのような後生的転位変形を変

造(Umbi1dung)とよんだ.そして原構造の主要な

形成時期を古生代末ごろ変造の時期をほぼ白亜紀末～

第三紀初頭と考えた.つまり小川の見解の特色は

日本轡を隆起させた横圧力と北日本を地塊分裂させた横

圧力とを区別したことにある.なお小川は北日本と

南日本との境を日本中央横溝帯とよんだ.これは後

の糸魚川一静岡構造線とほぼ一致している.

この小川の説について小藤はその翌年(明治33年)

｢日本の火山調査の目標｣のなかでフォッサマグナの

問題は未解決だが駿河･信濃･越後を通る構造線カミあ

ることは確かだ.･…南日本の構造方向は東西性の衝

曲軸に影響され北日本の構造方向は南北性の断裂線に

影響されているから北日本と南日本は違うとして間

接的に小川説を支持している.

こうして日本の地体構造論は一歩前進するがここ

でリヒトホｰヘンの有名な曳裂説が登場する.彼は

r日本弧における山脈連鎖｣のなかで日本はアルプス

のような側圧による摺曲山脈ではないとした.それは

これまでジュｰスの1｣』脈成因論を信じて疑わなかった目

卒の地質学者に大きなショックを与えた.小川琢治が�
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｢日本群島は摺曲山岳に非ざるか｣と叫んでリヒトホｰ

ヘンを批判したのはこのためである.しかし日本の

地体構造そのものについては小川の見解と大差ない.

リヒトホｰヘンは東アジアの基本構造は支那方向(北

60｡東)で二畳紀あるいはその後に太平洋をとりまくよ

うた大きな弧状の断裂帯カ重できこのために古い基本構

造が各地で乱されて種皮の構造カミ形成されたと考えた古

こうしてできた構造は基本構造に近い東西陣(equa-

torina1)の要素と断裂線とみられる南北性(Meridion-

al)の要素との複合からなる.日本も南日本の東西性

要素と北日本の南北性要素との複合とみ荏されるわけで

ある.リヒトホｰヘンは前述の太平洋をとりまくよ

うな大きな弧状の断裂の形成を太平洋側からの曳裂カ

に求めた.その理由は蒙古および支那北部とタスカ

ロラ海深(日本海溝)の水準の差を考えれば当然だとし

ている.なおこのような｢東亜式の山系では各時

代に深成岩の貫入か行なわれる｣としていることほ興

味深い.この曳裂説は日本ではあまり評判がよくなく

やカミて多くの地質家から忘れ去られるようになった.

しかし収縮説に対して対流説のさんな今日からみると

何か暗示的注ものを感じさせられる.

明治39年と40年(1907)に小川琢治はリヒトホｰヘン

批判をふまえてふたたび日本の地体構造を論じた.

それは基本的には前説と同じであるがさらにその後の

知識を加えてこれを補強したものである.

ところで明治32年に当時としては奇抜な構造論をあ

らわした石井八万次郎につv･て述べておこ･う.彼は明

治28年に東京大学を卒業するとただちに台湾にわたり

総督府技師として台湾の地質図を完成しさらに韓国･

支那大陸と各地を調査している.しかし彼は学界の

主流派ではなかったし考え方がユニｰクだったために

あまり評価されなかった.彼は全く独創的に地殻運動

を上働力･下働力･横働力に分け横働力よりもアイソ

スタシｰ的た考えから昇降運動を重視した.そして明

治39年にあらわした地質構造論ではまず前提として地

体構造はその規模(order)によってそれぞれの単元に区

別さるべきことを示しその相互の関係を明らかにした.

すなわち地殻の摺曲･断裂地帯の摺曲･断裂地層

の摺曲･断裂･地葉の摺曲｡断裂を区分しそれぞれの

摺曲･断裂はより大きな単元の摺曲･断裂に支配される

がたとえぱ地帯の摺曲断裂はかならずしもその中に

含まれる地層の摺曲･断裂とは一致しないとしている.

そして地質構造を明確に知るためには各単元におけ

る地層の累積順序･厚薄･橘曲と断裂岩層の貫入･噴

出の状態･岩石の消磨･沈積の状態を知ることが必要だ

としている.さらに彼は地層の走向の一般方向を重

ねた走向線なるものを考案し走向線が爾く形が時代に

よって異る関係を明らかぽした.彼の構造論には実証

的な裏付けが乏しい曲その点彼は地質的資料の豊富狂

地質調査所の存在を羨事しがつセいる､いずれにして

も彼のすぐれた方法論は今貝の構造地質学の出発点と

みなされる｡

明治30年代を中心とする第2期の地体構造論はこうし

て幕を閉じ新しい構造地質学の夜明けをむかえる由

この聞小藤は積極的に見聞をひろめ新しい学説をと

り入れるごとに努力した｡!しかしついに彼の独自の

構造論はみられなかり淀亜

漸しい地質掌⑳胎動

19世紀の末ごろから20世紀のはじめにかけて世界は

めざましい技術革新の時代に入った.重工業のすさま

じい発展を基礎として化学工業が成長しさらに無

電･自動車･航空機などがあいついで発明され実用化

され生産された.われわれの生活は変り世界はせ

まくなった.

この時代には他の自然科学と同様地質学も世界的

に急速に発展した.ジュｰスやリヒトホｰヘンの地体

構造論･山脈成因論からやカミて大陸と大洋大陸と大陸

の問題が論ぜられたしさらに造陸運動と造山運動とカミ

区別され造山運動の発展過程カミ検討される.ようになっ

た.これはまた岩石学にも多くの影響を及ぼした.二

一方でほ19世紀の後半から物理化学の樹立にとも

ない溶液の化学や化学平衡論が岩石学に導入された.

このような動きは従来の顕微鏡による記載岩石学

(Petrography)から岩石成因論(Petro1ogy)へと移行さ

せた.岩石の鉱物組成のほかに化学組成カミ重視され

化学組成の上から火成岩を合理的は分類する方法がいろ

いろと考えられた.そしてそれカミ岩石の地域性や多

様性に結びついて岩石生成の謎一マグマの分化一の問

題へと発展した.また岩石の化学成分の総合的た研

究は地球化学誕生のきっかけとなった.

なかでも1907年にワシントンに設立されたカｰネギ

ｰ地球物理学実験所では岩石の生成･変化を定量的に

研究することをモットｰとして珪酸塩熔融体の実験的

研究にとり組んだ.

一方変成岩地域を変成鉱物によって分帯する方法も

19世紀の末ごろから注目されそれはやがて平衡理論

.をとる入れた変成相の概念の確立へと発展した.

ところで日本の状態はどうであったろうか.富国

強兵の旗印のもとに民間企業を育成することによって�



山根新次大湯玉雄

日本の産業は日清･同露の戦役ごろから急速に成長した.

そしてこの時期には世界的技術革新の影響をも受け

た.国家は多量の科学者･技術者を要求したけれども

基礎科学を発展させるだけの基盤はできあカミっていなか

った.

地学関係についてみると大正元年(1912)に東北大学

に理学部地質学科が設置され翌2年には秋田鉱山専門

学校(現在の秋回大学)カミ設立されている.京都大学に

理学部地質学科が設置されたのは大正10年である.一

方東京大学についてみると明治36年(1903)に農学部

に地質学教室カミ設置され明治40年に鉱物学科大正8

年に地理学科カミそれぞれ独立しており大正9年には地

質学科に応用地質学講座が設けられている.地学の分

化時代である.

当時岩石学ではアメリカのイディングス(工P.Idd

ings)イギリスのノ･一カ□(A.Harker)ドイツのベ

ッケ(RBecke)らの影響を強くうけた.とくにイディ

ングスは1892年に｢火成岩の起源｣(TheOrigineof

Igneousrocks)をあらわしそのなかで火成岩をア

ルカリ岩系とカルクアルカリ岩系に2大別しそれらを

成因的に共通のマグマから分化したものと考えた.彼

はさらに1909年に｢火成岩｣(Igneousrock)をあらわ

しており明治42年(1909)には来日している.

明治42年卒業論文をまとめ=るために島根県浜田付近

を調査した山根新次は浜田の近郊長浜で異様な玄武岩

を採取し'検鏡したカミどうもよくわからなかった.た

またま一東大の地質学教室を訪れたイディングスはこ

れをみて霞石玄武岩であるとした.そこで山根は小藤

の指導により着色法その他で霞石玄武岩であることを

たしかめた.これが日本における最初のアルカリ岩の

に竹を継いだようなもので

大湯正雄は大正10年40才で没したカミそれは地質学界

にとって大きな損失であった.

小藤もイディングスらの影響をうけたことは当然だが

面白いことに彼は当時まだあまり知られていなかった

デｰビス(W･H･Davis)の輪廻の概念をいち早くとり入

れ明治42年(1909)にユニｰクな｢中国筋の地貌式｣

という論文を発表した.

輪廻(CyC1e)の概念そのものは仏教思想からもわか

るように古代からありその単純なくりか完しの考えは

19世紀のはじめころすでに地層学などにとり入れられ

ていた.しかしこれを動的にとらえ地学に導入し

たのはおそらくアメリカのデｰビスが始めてであろう.

彼は1899年にこの概念で地形の進化を考え従来の固

定的な地形観を一変させた.フランスのオｰ(E.Haug)

はその翌年デニビスの考えにヒントを得て地向斜を

舞台として展開する造山運動に3つの時相を認めての

ちの造山輪廻の基礎をつくった.さらに1909年ノ･一

カｰはジュｰスの構造論イディングスの火成岩の2大

系列デｰビスの輪廻の概念を巧みにとり入れて時空

的な場における火成岩の進化を考えた.やや遅れて19

17年アメリカのバレル(J.Barre11)は輪廻の概念を地

史学にもちこんだ.それは後にアメリカのグレｰボｰ

(A･W･G1abau)やオランダのベシメノレン(J.M.v.Bem一

血eIen)らによってうけつ荘れふ乏んされた.こうし

て輪廻の概念は当時の進化(変化)思想とあいまって地

質学の中に浸透していった.この意味で小藤の輪廻

の概念の導入はきわめて早かった.彼は｢中国筋の地

貌式｣のなかで中国地方の準平原のあとを認め古生

代から現代にいたる侵蝕と堆積のくりかえしの地史的

輪廻をよみとった.また彼はかなりおくれて工918年

発見であった.ほとんど同じころ明治43

年に神津傲祐は｢本邦におけるアノレカリ

岩石の存在｣を発表した.これは大築洋之

助が壼岐図幅調査の際北九島の松島で発見

したアルカノ岩および神津が明治43年2月に

かから

･同じ加唐島で採取したアルカリ岩について述

べたものでこの柱かで神津はイディング

ス1ハｰカｰ･ベツケの諸説を紹介し朝鮮

から北九州にかけてのアルカリ岩存在の意義

を強調している.

新しい岩石学に積極的にとりくんだのは

この神津傲祐と大湯正雄である.彼らは新

設の東北大学に転じ火成岩熔融現象の研究

を準備し着手した.しかしこのような

新しい研究領域の開拓は当時の日本では木

容易なことでは荏かった.�
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｢噴火の輪廻｣をあらわし火成岩の系列の上で太平洋

型に属する日本でも長い地質時代を通じてみると太

古代｡原生代には太平洋型(カルクアルカリ岩系列)

第三紀前記には大西洋型(アルカリ岩系列)第四紀に

はふたたび太平洋型の変化がみられるとしさらに同一

の火山でも時代とともに熔岩の性質が変るとして酸

性から基性熔岩に変化する桜島火山を完全輪廻の適例と

した.さまざまな時空的な場の複合した火成活動に安

易に輪廻の概念を導入することは危険で問題が多いカミ

ともかく小藤はこのようにして輪廻の概念を普及した.

小藤の地質学的集大成

大正4･5年ごろちようど第1次世界大戦のころで

あるが小藤は次のような総括的論文を集中的にあらわ

している.

｢日本列島及朝鮮半島地体要論｣(1)(2)(3)大正4年

｢日本の火山｣(I～V)大正5年

｢大正3年桜島噴火の特徴｣(1～タ)大正5年

｢1914年の桜島大噴火｣大正5年

小藤は再度朝鱒を訪れて明治42･43年に“Joumey

thro㎎hKorea"をあらわした.この朝鮮の知識を加

えて日本の地体構造を総括しようとしたのが｢日本列

島及朝鮮半島地体要論｣である.これはある意味

で小藤の研究のしめくくりとみなすことができる.し

かし基本的には小川球拾の地体構造論と大差ない.

ただ古い摺曲山脈である南日本南北性の断裂の影響を

うけた北日本およびフォッサマグナ地域につv･てこれ

を地磁気や重力の調査結果から吟味｡検討しさらに日

本における地震の頻度分布図を示して地体構造との関

係から次のような地震帯を設定している.

I外側地震べ1勝1笠原帯

1台湾

皿11111/顯地方

皿内陸地震帯/草㍊業方

1瀬戸内

しかしこの大論文は未完成に終った.翌年発表さ

れたr日本の火山｣はその続編ともv･うべきもので震

災予防調査会の豊富な火山調査の資料をもとにして日

本の火山を地体構造との関連から地史的岩質的成

因的に検討したものである.

小藤はこのなかで日本の火山を要約して次のように､

述べている.

｢新第三紀に北日本は斜長流紋岩の海底噴出で代表される

いちじるしい火山活動の場であった.一方南日本でほ花

筒岩の侵蝕地域に玄武岩や讃岐岩の熔岩が広範に流出した.

第四紀のはじめになると日本は環太平洋地域の火山活動の場

に包括され北日本では主として輝石安山岩が南日本では主

として角閃有安山岩が噴出した.し一かし中部破砕地域一原因

の富士帯一では北目本型の安山岩とともに各種の熔岩が流

出した｣

そして各地域ごとの火山の詳しい記載を行なってv･る

カミとくに南日本については第三紀に生じた中央沈降

部とこれに位置的にも地質構造的にもほぼ一致する中央

火山帯(瀬戸内火山系)に注目してこれを一つの岩石

区とみなし時代的に酸性の火山岩から一より基性の火山

岩が順次あらわれる関係をマグマの分化作用の結果と

考えた.この考完は明治43年に大湯正雄が震災予防

調査会報告に発表した｢二上火山｣に影響されるところ

カミ多い.｢日本の火山｣も未完成のままに終っている.

大正3年の桜島火山の噴火に関する2つの論文はと

もに過去から現在までの桜島火山の噴火の様式熔岩の

･性状などを詳細に記載した貴重なものでとくに｢1914

年の桜島大噴火｣では第1章で西南日本の地質構造を

論じこのなかで縁東海変動(Peri･Tu㎎haitectonic

mOVement)を提唱し琉球列島の成因にも言及してい

る.つまり桜島を琉球火山脈に位置づけようとしたた

めである.

彼は朝鮮の東海岸から九州の西縁を通り琉球列島

を経t台湾に達する第1級の構造線一縁東海構造線一の

存在を考えた.それは内側に東海(東支那海)をい

だく弧状の断裂線で唐朝鮮では太白山変位線としてあ

らわれ九州では南日本の古い摺曲構造をたち切り琉

球では孤島の主脈の外側に沿っている.この断裂を生

じた変動は琉球や台湾の第三系の堆積前からはじまり

いちじるしい断層･摺曲運動は第三紀の終りあるいは第

四紀のはじめ忙生じた.変動は太平洋側に向う衝上運'

動で琉球ではこのために弧の前縁に深海底を生じ一

方その内側では東海の陸棚カミ破砕されてマグマの活動

を誘発し琉球火山脈を形成し淀.琉球火山脈は輝石

安山岩で特徴づけられ同種の火山岩はその延長にあ

たる開聞岳･桜島･霧島山にもみられる､ところが�
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匿三波川･御荷鋒統因縁東海構造線

函琉球火山脈固角閃安山岩の火山帯

縁東海溝.造線

中九州の雲仙･多良｡九重･鶴見岳･由布岳などはいず

れも負閃石安山岩から校りまた台湾の火山も負閃石安

山岩系に属することからこれらを角閃石安山岩帯とし

て琉球火山蕎と区別した,この縁東海構造線は大陸

と日本との地体構造の関連西南日本の後期中生界の火

成活動対州盆地の形成などを考える上に重要な意義を

もつものでその後長い間支持された.

晩年の小藤文次郎

小藤は大正4･5年に以上のよう在大論文を発表←て

後大正10年に東大教授を辞し坪井誠太郎の留学中講

師として大学にとどまるが大正12年10月坪井の帰朝

と同時に講師解任となり長い教授生活に別れを告げた.

それは関東大地震直後のことである.大正14年に発

行された小藤博士記念論文集は彼の業績をたたえるに

ふさわしいものであろう.

彼は一徹で君子然とした大人だときき及んでいる.

しかし20世紀初頭のめざましい地質学の発展と先進

講国が激突した窮一次世界大戦は小藤文次郎に大きな

刺載とある種の動揺を与えている.彼の一面をうかカミ

うことができる論文に｢東大地質学科出身の動員｣と｢復

員と戦後の我地質学科学友｣とカミある.これカミ書かれ

たのは第一次世界大戦が終結して間もない時で'前の

論文では戦時地質学のあり方が論書られておりその

ためには個人の力だけでは不充分で国家的動員体制が

必要であることを先進諸国の例から述べている.それ

は別の面ではアメリカのカｰネギｰ地球物理学実験所

のような総合的研究体制の威力を暗示しているように

も思われる.後の論文は戦後の地質学者はv'かにあ

るべきかということを科学の発展過程の上からのべ

さらに有要地質学としての応用地質学の役割りを述べた

ものである｡彼はこのなかで科学の一般的発展過程を

次のように区分している.

A仮定論空論投機論時代(Spe㎝lativeAge)

B定性時代(Qua1itativeAge)

C定量時代(QuantitativeAge)

D拠証予言時代(PredictiveAge)

そして現在の日本の地質学界はBの時代の中葉にあ

り一方で地質学息著しく分化しつっあってC･Dの

時代に進むのは前途遼遠だとみている.また応用地

質学は純地質学の対像としてのみ考うべきで応用地質

学の特定の部門だけを専攻すれば不具者伯するとして

時勢に流れることを戒めている.とくにr戦争は全

科学を極度に実用したが･…外国では今や商売的･物

質的･利用的･有要的｡実際的･高能率的･円札万能的

と化了す｣と述べているあたりは痛烈である.

この論文カミ書かれた翌年(大正9年)東大の地質学

科に赤用地質学講座カミ設けられている.横山又次郎は

小藤の没後この間の事情をr君子は豹変す｣と評してい

るカミそれはむしろ地質学の分化と総合化実利性と

純粋性といった矛盾に対する小藤の動揺を示すものでは

ないだろうか.

晩年も小藤は独自のぺ一スで多くの論文をあらわして

いる.大正12年の関東大地震による岩槻地震帯の存在

や大正14年の但馬昭和2年の丹後地震に関する報文

在といずれも構造地震の観点からとらえたものである.

彼の視野はさらに拡大し昭和4年には“Phisiogra･

phicDivisionofPaci五｡NorthAmerica"をあらわし

アジアに転じて昭和6年に“TheRockyMountain

ArcsinEastemAsia"を同じ年に“TheSeven

Is1andofIzuProvince:AVo1canicChain"をあら

わしている.これらはいずれも彼の蓄積された見解に

新しい知識を加えた総合的な大論文である.とくに最

後の論文ではウェｰゲナｰ(A.Wegener)･デｰリｰ

(R.んDaly)･ノ･一ノレマン(E.Haarmann)らの見解を

とり入れオｰストラリナ大陸からニュｰジｰランドや

アジア大陸が分離しさらにアジア大陸から日本が分離

する過程を述べている.このように彼g意慾は最後

までおとろえをみせていない.それは果てしなき知識

の集積であった.

昭穐3年(1928)坪井誠太郎カミ東大教授となった年に

神津傲祐を会長として日本岩石鉱物鉱床学会が設立され

ている.そして昭和7年には小川琢治･神津傲祐･

加藤斌夫の提唱で日本火山学会が設立される.もはや

小藤の時代は去り地質学の推進力は次の世代に受け継

がれている.

昭和10年3月8目小藤文次郎は80才で他界する.�
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この年には東京地質学会カミ目本地質学会へと発展して

いる.小藤にとっては悔いない生涯であったにちカミい

ない.東京大学の地質学教室には小藤記念室カミ設け

られ彼の豊富な蔵書が保存されている.部屋の中央

にある彼の胸像は今日の地質学を見つめているかのよ

うである.(筆者は地質部)

おもな参考文献

小藤文次郎:石川県加賀国手取川近傍地質観測勧農局地質課

明治13年

��瑯��摩�潮卯浥����副捫�兵�琮

�����卯���潮������

小藤文次郎:金肩字一名鉱物学明治17年

��瑯���潮�慵��慮攬���漱�捩�

�����慰慮�漱����

B.Koto:So㎜eOccurrenceofPiedmontiteinJapan,

���漱�捩�������測噯����

��瑯��������特�������潦

Chichibu,Jour.Co1.Sci.Imp.UniY,JapanヨVo1.2.

��

小藤文次郎:熊本地震概察報告地学雑誌第1集第9号

明治22年

B.Koto:TheArchaea丘FormationoftheA1〕ukuma

PIateau,Jour.Co1･Sci.Imp.Univ.Japan,Vo1.5.1893

��瑯����畳�晴�������慫��

Centra1Japan,Jour.Co1.Sci.I忘p.Univ.Japan,

噯����

小藤文次郎:日本の始原界地質学雑誌第3巻明治28年

小藤文次郎:庄内地震に関する地質学上調査報告震災予防調

査会報告第8号明治29年

小藤文次郎:箆嵩と日本箆蕎地質学雑誌第4巻明治30年

小藤文次郎:戎球弧島の地質構造地質学雑誌第5巻明治

31年

小川琢治:日本群島地質構造論地学雑誌第11集明治32年

万井八万次郎:日本地質構造汎論附台湾地質構造論地質学雑

誌第6巻第66･68号明治32年

B.Koto:Th芭ScopeoftheVulcano1ogica1Surveyof

Japan,Pub.Earthq.Inv.Com.,No.3,ユ900

小川琢治:日本群島は櫓曲山岳に非らざるか地質学雑誌第

13巻第153号明治39年

小川琢治:西南目本地質構造概論地質要報明治39年第1号

肩井八万次郎:地質構造論に於ける地葉地層地帯地質学雑誌

第13巻第154号明治39年

J･P･Iddings:IgneousRocksVo11.1909

小藤文次郎:中国筋の地貌式震災予防調査会報告第63号

明治42年

神津傲循:本邦におけるアルカリ岩石の存在地質学雑誌第

17巻第200号明治43年

B･Koto:M1orpho1ogicalSummaryofJapanandKorea,

地質学雑誌第22巻pp,115-126,pp.147-158,pp.

165-176,大正4年

B.Koto:0ntheVolcanoesofJapan,地質学雑誌第23

巻第268269270272号大正5年

B.Koto:TheGreatEruptionofSakura･jimain1914,

Jour.Co1.Sci.TokyoImp.Uni∀｡V0138,Art.3.

��

亘.Yabe:ProblemsconcerningtheGeotectonicsofthe

JapaneseIslands:Critica1Reviewso‡Various

佰楮楯畳數����祐�癩��畴��潮�攀

�潴散瑯���捩�数�������楙���

�������㈮��

小藤文次郎:噴火の輪廻地質学雑誌第25巻第292号大

正7年

小藤文次郎:東大地質学科出身の動員地質学雑誌第25巻

第295号大正7年

小藤文次郎:復員と戦後の地質学科学友地質学雑誌第26巻

第308号大正8年

小川琢治:地質現象の新解釈昭和4年

B.Koto=TheSeven工s1andofIzuProvince:AVo1canic

chain,Jour.Fac.Sci.TokyoImplUniv.Sec.皿,

噯�㌮��

F.Y.Loewinson-Lessing:A且irtoricalSu岬eyof

Petro1ogy,1936(trans1atedbyS.I.Tomkeie岱,1954)

大久保利謙:日本の大学創元選書昭和18牢

山根新次:日本地質学会創立六十周年に寄せて地質学雑誌

第59巻第694号昭和28年

生家玄関前の立札

周本地質学の鐘祖

正三位勲一等理学博士

小藤文次郎先生

生誕芝地

安政3年3月4目此の地に生まれ

藩黄養老館に学ぶ

東京帝国大挙地理学科第デ期

卒業後･ミュンヘン･ライプチヒ両大学に留学ドクトル･フ

ィロンフィエの称号を受くのち東大教授として地質学の姓界

的権威であった

昭和十年三月八同八十才にて没す

隣接の家屋は保存上大修理を

加えたるも先生の生家なり�


